
香川県立保健医療大学では、学生が医療統計学やデータサイエンスの

知識を身につけ活用できるようクリニカルデータサイエンス教育プロ

グラムを実施しています。 

看護学科では、1 年次に開講される「情報リテラシー」、「看護情報学」、

2 年次に開講される「看護統計」がプログラム該当科目です。 

臨床検査学科では、1 年次に開講される「医療統計学Ⅰ」、2 年次に開

講される「公衆衛生学Ⅱ」がプログラム該当科目です。 

本教育プログラムを修了することで、社会や保健医療分野におけるデータ活用ならびに情報倫理の重要性を理解し、データを適切

かつ科学的に収集・管理・整形・分析し、分析結果に基づいて正しく解釈したり、因果関係を推論したりする能力・技術を獲得する

ことができます。 

本教育プログラムでは、対面による講義とオンデマンド教材を組み合わせたハイブリッド型の講義スタイルを採用しています。履

修学生は、テキストによる予習、対面の講義、LMS（Moodle）による復習と確認によって、医療統計学やデータサイエンスの知識・

技術の獲得と定着ができるようになっています。 

クリニカルデータサイエンス教育プログラム 



本教育プログラムは令和 5 年 4 月現在、看護学科では「情報リテラシー」、「看護情報学」の 2 科目、臨床検査学科では「医療統

計学Ⅰ」の 1 科目が修了しています。以下に各科目における授業評価の結果を示します。 

【情報リテラシー（看護学科）】 

 



 

 

【看護情報学（看護学科）】 

 



 

 

【医療統計学Ⅰ（臨床検査学科）】 

 



 

 


